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1．四半期業績の概況の作成等に係る事項

売上高（又は売上に相当する事項）の会計処理の方法 ： 無

の最近会計年度における認識の方法との相違の有無

2．平成16年 3月期第３四半期の概況（平成15年 4月 1日～平成15年12月31日）

 (1) 売上高

（百万円未満切り捨て）
 百万円 ％

　16年 3月期第３四半期 （ ）

　15年 3月期第３四半期 （ ）

　（参考）　15年 3月期 （ ）

（注）1. 売上高は、当該四半期までの累計値であります。

　　　2. パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示しております。

［ 売上高に関する補足説明 ］

（百万円未満切り捨て）
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　平成16年 3月期第３四半期業績の概況につきまして、下記の通りお知らせします。
　また、退職給付制度の変更に伴い、平成15年11月19日に発表いたしました平成16年3月期の通期業績予想を
修正いたします。
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測量土木ＣＡＤソフトウェア

建築ＣＡＤソフトウェア

　当第３四半期の売上高は、前年同期間に比べ、 117百万円の増収となりました。

　建築ＣＡＤソフトウェアにつきましては、前年同期間に比べ、78百万円増加しました。その要因としまして
は、 7月施行の「シックハウス規制法案」に対する製品「ARCHITREND 21」シックハウス対策セットを、業界
に先駆けて11月に発売したことが上げられます。木造住宅の着工件数が2002年度上期比 105.8％（国交省調
べ）であったこと、住宅税制の改正が見送られたことなど住宅市場は堅調に推移しており、上記のセットを含
めた新商品の投入タイミングと相まって、売上高が増加しております。
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 (2) 当該四半期において企業の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　該当事項はありません。

3．平成16年 3月期 通期業績予想の修正（平成15年 4月 1日～平成16年 3月31日）

（百万円未満切り捨て）

百万円 百万円 百万円

　前回発表予想（Ａ）

　今回修正予想（Ｂ）

　増 　減 　額（Ｂ－Ａ）

　増　 減　 率（％）

　前期実績（平成15年3月期）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　　22 円  56 銭

［ 業績予想に関する定性的情報等 ］

以　　上

　この度、確定拠出年金制度の導入につきまして正式に認可され、退職給付制度を変更（平成16年 1月に適
格退職金制度を廃止し、平成16年 2月から確定拠出年金制度を導入）いたします。この制度変更に伴い、平
成16年 3月期におきまして退職給付引当金の戻りが特別利益にて 132百万円発生することとなりました。平
成15年11月19日に発表いたしました平成16年 3月期の通期業績予想にこの特別利益は織り込んでおりません
ので、今回、当期純利益に対する影響額81百万円を上乗せし、予想当期純利益を修正いたしました。

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
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　測量土木ＣＡＤソフトウェアにつきましては、前年同期間に比べ、72百万円増加しました。その要因とし
ましては、測量分野では 9月に新製品「BLUETREND V」を、土木分野では12月に「EX-TREND Win」のバー
ジョンアップ版を市場投入したことが上げられます。特に「EX-TREND Win」は、12月の売上高が単月とし
ては過去最高を記録し、測量土木全体の売上高を押し上げてております。これは、2004年より自治体での建
設ＣＡＬＳ／ＥＣがスタートするのにあわせ、業界のＣＡＬＳ／ＥＣへの投資が活発化していることが追い
風となっております。

  その他製品につきましては、前年同期間に比べ35百万円増加しました。主な内訳としましては、携帯電話
を使った出口調査システムや建設業向けＷＥＢソリューションなどのＩＴソリューション事業で22百万円の
増加、大阪梅田校を中心としたスクール事業で14百万円の増加となっております。

　ハードウェアにつきましては、前年同期間に比べ71百万円減少しました。その要因としましては、調達
チャネルが多様化し、当社への調達依存率が減少していることが上げられます。なお、当社の場合、ハード
ウェアは製品に付属した形での販売を基本としており、ハードウェアのみの販売は行っておりません。
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